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近年のナノテクノロジーの飛躍的進歩により、ナノパーティクルが脚光を浴びています。ナノパーティクルの

分離精製には、数十万×g 以上の超遠心機が有用です。超遠心の手法の一つとして密度勾配遠心法があ

りますが、これは“沈降速度法”、“沈降平衡法”に分けられます。“沈降速度法”は粒子の沈降速度、主に粒

子径の差により分離する方法であり、“沈降平衡法”は粒子の密度差を利用して分離する方法です。 

  本報告では、29nm と 100nm のラテックス粒子を“沈降平衡法”で分離した結果を示します。 

 

１．分離サンプル 

①29nm ラテックス粒子 0.1ml （ポリスチレン製、密度：1.115g/cm3） 

②100nm ラテックス粒子 0.1ml （ポリスチレン製、密度：1.060g･cm3） 

③混合サンプル 0.2ml （29nm ： 100nm ＝ 0.1ml ： 0.1ml） 

２．遠心条件 

      遠心機： CS150GXⅡ形分離用小形超遠心機 

      ロータ： S52ST 形スイングロータ（4 本架け） 

      遠心管： 5PA チューブ（実容量：4.9ml） 

      回転速度： 40,000rpm 

      最大遠心加速度： 163,000×g 

      時間： 24 時間 

      温度： 20℃ 

      加速／減速： 「８」／「８」 

      密度勾配液： 5-30%ショ糖液 4.3ml 

 

３．結果 
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装 置 

４．解説 

 29nm（密度 1.115g/cm3）と 100ｎｍ（密度 1.060g/cm3）の混合粒子を 163,000×g、24 時間遠心したとこ 

ろ、2 つのバンドに分離され、ボトムに近いバンドは 29nm、トップに近いバンドは 100nm であることがわかり

ました。このことから、混合ラテックス粒子が粒径の違いではなく、密度差で分離されたことが明らかとなりま

した。 

   本結果は、超遠心機を用いてナノサイズ粒子の密度勾配沈降平衡法による分離が可能なことを示してい

ます。これは、カーボンナノ粒子の分離や、インクやトナー中の微細顔料の分離に有効な技術となります。 
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